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入学式を挙行2026年
令和８年
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年　６　回

学
長
訓
辞

晴
れ
の
新
入
生
た
ち

２
０
２
６
年
度
（
令
和
８
）
の
日
本
歯
科
大
学
の
入
学
式
は
、

４
月
初
旬
、
生
命
歯
学
部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
で
挙
行
さ
れ

た
。
あ
わ
せ
て
大
学
院
の
両
研
究
科
、
東
京
短
大
、
新
潟
短

大
の
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。

　　　
生
命
歯
学
部
の
部
は
、
４

月
２
日
に
富
士
見
ホ
ー
ル
に

お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
10
時
30
分
、
司

会
の
宇
多
美
穂
庶
務
部
長
が

開
式
を
宣
し
た
。
ク
ラ
ス
主

任
の
小
川
智
久
教
授
に
よ

り
、
入
学
生
と
編
入
生
の
点

呼
、
な
ら
び
に
研
究
科
委
員

の
田
中
と
も
子
教
授
よ
り
、

研
究
科
入
学
生
の
点
呼
が
行

わ
れ
た
。

　
つ
い
で
藤
井
一
維
学
長
と

苅
部
洋
行
研
究
科
長
が
訓
辞

生
命
歯
学
部

を
述
べ
た
。（
学
長
訓
辞
は
別
掲
）

　
つ
づ
け
て
来
賓
の
渡
邉
儀

一
郎
校
友
会
会
長
が
、
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
つ
づ
い
て
生
命
歯
学
部
入

学
生
を
代
表
し
て
牛
久
保
花

怜
さ
ん
、
研
究
科
入
学
生
を

代
表
し
て
内
田
俊
君
が
宣
誓

し
た
。

　
こ
の
あ
と
列
席
の
法
人
役

員
、
役
職
者
、
担
当
教
授
が

紹
介
さ
れ
、
午
前
11
時
15
分

に
閉
式
し
た
。

新
潟
生
命
歯
学
部

　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
部

は
、
４
月
６
日
に
新
潟
生
命

歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。

　
定
刻
午
後
１
時
30
分
、
司

会
の
白
藤
一
彦
事
務
部
長
が

開
式
を
宣
し
た
。
ク
ラ
ス
主

任
の
鈴
木
雅
也
教
授
に
よ
り
、

入
学
生
と
編
入
生
の
点
呼
、

な
ら
び
に
研
究
科
長
の
佐
藤

義
英
教
授
よ
り
、
研
究
科
入

学
生
の
点
呼
が
行
わ
れ
た
。

　
つ
い
で
藤
井
一
維
学
長
と
、

佐
藤
義
英
研
究
科
長
が
訓
辞

を
述
べ
た
。（
学
長
訓
辞
は
別

掲
）

　
つ
づ
け
て
来
賓
の
渡
邉
儀

新潟生命歯学部の入学式（４月６日）

生命歯学部の入学式（４月２日）

入学の宣誓をする新入生代表（東京）

新
潟
短
期
大
学

東
京
短
期
大
学

　
新
潟
短
期
大
学
の
入
学
式

は
、
４
月
６
日
に
新
潟
生
命

歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
10
時
30
分
、
司

会
の
恩
田
宣
士
短
大
事
務
長

が
開
会
を
宣
し
た
。
歯
科
衛 　

昨
年
の
大
晦
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

紅
白
歌
合
戦
で
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

み
せ
、
初
め
て
彼
女
を
見
た

人
達
か
ら
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
こ

ん
な
の
流
し
て
い
い
の
？
」

と
い
う
困
惑
の
反
応
を
集
め

物
議
を
醸
し
ま
し
た
。

　

そ
の
彼
女
と
は
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
ち
ゃ
ん
み
な
で
す
。

　

私
が
、
ち
ゃ
ん
み
な
に
興

味
が
あ
る
の
は
、
彼
女
の
発

言
で
す
。
彼
女
の
発
言
は
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
学
生

生
活
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

学
生
諸
君
も
我
々
教
員
も

「
遠
慮
さ
れ
た
ら
終
わ
り
」

で
す
。
教
員
と
皆
さ
ん
が
遠

慮
し
合
え
ば
、
皆
さ
ん
は

100
％
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
教
員
は
皆
さ
ん
の
100
％

を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
に
適

切
な
援
助
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

「
痛
み
を
力
に
変
え
る
」、

学
力
の
不
安
や
成
績
不
良
に

よ
る
痛
み
は
、
そ
れ
を
糧
と

し
て
力
に
変
え
る
し
か
打
開

策
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

そ
れ
は
学
習
の
継
続
で
補
塡

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ヤ
バ
い
と
口
に
す
る
前

に
、「
逃
げ
た
い
と
思
っ
た
と

き
こ
そ
鏡
を
見
て
」、
自
分

自
身
と
向
き
合
い
、
そ
し
て

行
動
に
移
す
人
が
成
功
、
即

ち
、
進
級
し
て
い
き
ま
す
。

成
績
優
秀
者
は
不
安
だ
ら
け

で
、学
習
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
将
来
医
療
人

と
な
り
ま
す
が
、
医
療
人
は

患
者
さ
ん
を
選
べ
ま
せ
ん
。

人
で
す
か
ら
、
当
然
、
苦
手

な
人
は
い
ま
す
。
ち
ゃ
ん
み

な
は
、「
苦
手
な
人
と
の
コ

ン
タ
ク
ト
が
終
わ
っ
た
ら
こ

れ
食
べ
よ
う
」
と
、
苦
手
な

人
の
後
に
自
分
へ
の
ご
褒
美

を
考
え
る
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
頑
張
っ
た
自

分
へ
の
激
励
と
も
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
の
多
く
は
歯

科
医
師
で
す
。つ
ま
り
、皆
さ

ん
と
同
じ
苦
労
を
経
験
し
て

い
ま
す
。
国
家
試
験
ま
で

に
、
苦
労
な
し
で
過
ご
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
教
員
は
、
そ
の
苦
労

を
で
き
る
だ
け
軽
く
し
た
い

と
の
思
い
で
、
皆
さ
ん
を
本

気
で
指
導
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
皆
さ
ん
が
習
得

す
べ
き
型
に
は
ま
っ
た
こ
と

を
指
導
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が

食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
食

事
を
テ
ー
ブ
ル
に
出
し
ま
す

が
、
そ
れ
を
食
べ
る
か
否
か

は
皆
さ
ん
次
第
で
す
。「
自

由
な
こ
と
を
す
る
た
め
に

は
、
型
に
は
ま
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
」
の
で
す
。
自
由
な

こ
と
は
、
国
家
試
験
合
格
後

か
ら
徐
々
に
は
じ
め
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
型
に

は
ま
っ
た
定
食
を
堪
能
し
て

く
だ
さ
い
。

　

「
ス
ト
イ
ッ
ク
な
部
分
は

表
に
出
る
人
と
し
て
は
必
要

不
可
欠
、
絶
対
に
」。
こ
れ

は
、
ち
ゃ
ん
み
な
が
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
メ
ン
バ
ー

へ
、
強
く
自
覚
を
促
す
場
面

で
用
い
た
言
葉
で
す
が
、
ア

マ
チ
ュ
ア
と
の
違
い
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
表
舞
台
、
即

ち
本
学
に
お
い
て
は
、
卒
業

ま
で
た
ど
り
着
く
者
へ
の
厳

し
い
激
励
と
も
言
え
ま
す
。 

　

皆
さ
ん
の
ゴ
ー
ル
は
、
歯

科
医
師
に
な
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
歯
科
医
師
に
な

る
こ
と
は
、
そ
の
ス
タ
ー
ト

で
し
か
な
い
の
で
す
。

　

本
学
の
学
長
訓
示
は
、
伝

統
的
に
お
め
で
と
う
は
言
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
お
め
で

と
う
は
、
歯
科
医
師
に
な
っ

て
、
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
時

だ
か
ら
で
す
。
歯
科
大
学
に

入
学
し
た
ら
、
歯
科
医
師
に

な
れ
る
と
思
っ
て
い
る
な

ら
、
今
す
ぐ
考
え
を
改
め
て

下
さ
い
。
本
学
へ
の
入
学

は
、
皆
さ
ん
の
歯
科
医
師
に

な
り
た
い
と
い
う
意
志
の
表

明
で
し
か
な
く
、
皆
さ
ん
は

歯
科
界
へ
の
飛
び
込
み
台
に

向
か
っ
て
進
む
の
で
す
。我
々

は
そ
こ
へ
の
誘
導
係
で
す
。

　

本
学
は
、
歯
科
医
師
に
な

り
た
い
と
望
む
学
生
の
み
に

合
格
を
出
し
て
い
ま
す
。
目

標
に
向
か
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
努

力
し
た
者
だ
け
が
、
最
短
年

限
で
歯
科
医
師
に
な
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
本
学
は
今
年
、

120
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

歴
史
と
伝
統
は
、
卒
業
生
の

品
性
と
品
格
で
築
か
れ
た
も

の
で
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん

も
、
品
性
を
も
ち
、
品
格
の

あ
る
行
動
を
と
り
な
が
ら
、

歯
科
界
へ
の
飛
び
込
み
台
に

向
か
う
努
力
を
し
続
け
る
こ

と
を
切
に
願
い
ま
す
。

藤井一維 学長

一
郎
校
友
会
会
長
が
、
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
つ
づ
い
て
新
潟
生
命
歯
学

部
入
学
生
を
代
表
し
て
小
林

柊
太
君
、
研
究
科
入
学
生
を

代
表
し
て
西
陽
二
郎
君
が
宣

誓
し
た
。

　
こ
の
あ
と
列
席
の
法
人
役

員
、
役
職
者
、
担
当
教
授
が

紹
介
さ
れ
、
午
後
２
時
14
分

に
閉
式
し
た
。

　
東
京
短
期
大
学
の
入
学

式
は
、
４
月
３
日
に
富
士
見

ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
さ
れ

　
本
学
新
潟
生
命
歯
学
部
の

佐
藤
聡
教
授
（
歯
周
病
学
講

座
）
は
、
５
月
21
日
に
特
定

非
営
利
活
動
法
人
日
本
歯
周

病
学
会
の
理
事
長
に
選
出
さ

れ
た
。
任
期
は
２
年
。

日
本
歯
周
病
学
会
理
事
長

　
佐
藤
聡
教
授
が
選
出

　
日
本
歯
周
病
学
会
は
、
会

員
約
一
万
三
千
二
百
人
で
、

日
本
歯
科
医
学
会
の
46
学
会

の
う
ち
、
２
番
目
に
会
員
が

多
い
。

�

「
二
面
に
つ
づ
く
」

生
学
科
と
歯
科
技
工
学
科
の

入
学
生
、
専
攻
科
入
学
生
の

点
呼
が
行
わ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
小
松
﨑
明
学
長
が

訓
辞
を
述
べ
た
。

　
つ
い
で
来
賓
の
戸
谷
収
二

新
潟
病
院
長
が
、
祝
辞
を
述

べ
た
。

　
つ
づ
い
て
新
入
生
を
代
表

し
て
歯
科
技
工
学
科
の
岡
部

瑛
永
君
が
宣
誓
し
た
。

　
こ
の
あ
と
列
席
の
法
人
役

員
、
役
職
者
、
担
当
教
授
が

紹
介
さ
れ
、
午
前
10
時
56
分

に
閉
式
し
た
。

俣木志朗 学長

小松﨑 明 学長

た
。定
刻
午
前
10
時
30
分
、司

会
の
中
島
淑
絵
短
大
副
事
務

長
が
開
会
を
宣
し
た
。歯
科

技
工
学
科
と
歯
科
衛
生
学
科

の
入
学
生
、
専
攻
科
入
学
生

の
点
呼
が
行
わ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
、
俣
木
志
朗
学
長

が
訓
辞
を
述
べ
た
。

　
つ
い
で
、
来
賓
の
小
林
隆

太
郎
附
属
病
院
長
が
、
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
つ
づ
い
て
新
入
生
を
代
表

し
て
歯
科
衛
生
学
科
の
瓦
井

陽
菜
さ
ん
が
宣
誓
し
た
。

　
こ
の
あ
と
列
席
の
法
人
役

員
、
役
職
者
が
紹
介
さ
れ
、

午
前
11
時
00
分
に
閉
式
し

た
。
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中
原
泉
回
顧
余
韻

日
本
歯
科
大
学
理
事
長

中
原
泉
著

日
歯
大
創
立
一
二
〇
周
年

回
顧
記
録
、
余
滴
の
続
編

　

本
学
生
命
歯
学
部
の
本
館

地
階
一
階
の
一
角
が
改
装
さ

れ
、
４
月
１
日
よ
り
学
生
ラ

ウ
ン
ジ
と
し
て
開
放
さ
れ
た
。

　
田
中
歯
科
売
店
に
並
ん
だ

広
さ
約
一
二
〇
㎡
に
、
ヘ
リ

ン
ボ
ー
ン
張
り
の
床
が
張
ら

れ
た
。ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
と
は
、

木
目
の
方
向
を
交
互
に
組
み

合
わ
せ
て
、
空
間
の
動
き
と

奥
行
を
も
た
せ
、
光
の
当
た

り
方
に
よ
っ
て
目
の
錯
覚

地
階
一
階
を
改
装

一
二
〇
周
年
ボ
ー
ド

で
、
床
面
の
表
情
が
変
わ
る

新
奇
で
斬
新
な
造
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
ラ
ウ
ン
ジ
全

体
に
、
意
外
性
、
上
質
感
、

温
か
み
が
広
が
り
、
集
ま
り

や
す
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い

る
。

　
テ
ー
ブ
ル
が
12
台
、
椅
子

12
脚
、
ソ
フ
ァ
２
台
が
配
置

さ
れ
て
、
学
生
の
気
軽
な
休

憩
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
。（
写
真
上
段
）

▼
埼
玉
歯
科
技
工
士
専
門
学

校
は
、
昭
和
52
年
に
浦
和
市

に
開
校
さ
れ
、
本
年
、
創
立

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
理
事
長
・
校
長
は
、
阪
秀

樹
先
生
（
63
回
卒
）。
同
校

の
創
立
者
は
阪
大
（
勉
）

先
生
（
34
回
卒
）
で
、「
啐

啄
同
時
（
そ
っ
た
く
ど
う

じ
）
」
の
禅
語
―
卵
が
孵
化

す
る
時
、
殻
の
内
で
雛
が
鳴

き
（
啐
）、
母
鳥
が
外
か
ら

殻
を
突
く
（
啄
）
を
教
育
理

念
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
５
月
３
日
の
午
後
６
時
か

ら
の
日
本
テ
レ
ビ
「
真
相
報

道
バ
ン
キ
シ
ャ
！
」
は
、
は

し
か
の
異
例
の
流
行
に
関
し

て
報
道
し
ま
し
た
。
そ
の
放

映
の
な
か
で
、
新
潟
の
「
医

の
博
物
館
」
が
紹
介
さ
れ
、

佐
藤
利
英
館
長
（
学
芸
員
）

が
、
展
示
し
た
江
戸
時
代
の

浮
世
絵
の
「
は
し
か
絵
」
十

数
点
を
解
説
し
ま
し
た
。

▼
５
月
13
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

ド
ラ
「
風
、
薫
る
」。
そ
の

日
に
放
映
さ
れ
た
手
術
の

シ
ー
ン
の
、
手
術
者
の
マ
ス

ク
も
手
袋
も
し
な
い
“
不
衛

生
”
に
視
聴
者
が
驚
愕
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
な
か
で
、

術
者
の
手
前
に
ポ
ツ
ン
と
置

か
れ
た
黒
い
医
療
器
具
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
19
世
紀
に
英
国
で
開
発

さ
れ
た
リ
ス
タ
ー
式
石
炭
酸

噴
霧
器
で
す
。
本
学
医
の
博

物
館
が
所
蔵
す
る
こ
の
数
少

な
い
（
本
邦
唯
一
？
）
実
物

を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
し
て
独

自
に
模
造
し
た
も
の
で
す
。

情
報
サ
イ
ト
「
マ
グ
ミ
ク

ス
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。（
Ｓ
・
Ｎ
）

　

日
本
歯

科

大
学
創

立

一
二
〇
周
年
記
念
の
大
ボ
ー

ド
が
、
５
月
23
日
、
富
士
見

町
の
創
立
者
銅
像
を
前
に
、

本
館
２
階
の
壁
面
に
設
置
さ

れ
た
。（
写
真
下
段
）

　

新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、

６
月
26
日
に
正
面
の
ゲ
ー
ト

に
設
置
さ
れ
た
。（
写
真
は

次
号
）

歯
　
鏡




